
-

事業内容・目

標達成状況

の振り返り

東日本大震災における、被災者の支援策として行った。事業を開始したH23年度より、全員が一年間飯田市で勤務いただき、打

ち切りすることもなく補助することができた。また、飯田市に一時避難された方達は、技術者としても優秀であり、今後継続して飯田

市に勤務いただきたいと考える。事業終了後も雇用者の動向については、継続的に把握したい。

改革改善

の考え方

①問題

点

技術者を確保するためには、継続した助成制度等が必要と思われる。

②改革

提案

震災に対応した緊急かつ短期的な事業ではあったが、この事業をきっかけに、技術者確保のための制度を結ターン室と連

携して検討していきたい。

総事業費①+② 2,220 780 839

人件費計（千円）② 107 72

0

正規職員所要時間 30 20

臨時職員所要時間

一般財源 2,113 780 767

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 2,113 780 767 0

25年度予算額 特定財源内訳、補足

0

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　補助金の手続き及び交付

【１回目】

90,000円×7名分＝630,000円

60,000円×1名分＝60,000円

【2回目】

77,406×1名分＝77,406円

１　交付回数 １　　２回

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

東日本大震災の被災者で、飯田市内の製造業者に常用労働者として勤務し、飯田市内に住所を有する者への助成

対象期間；平成２３年７月１日～平成２４年３月３１日、平成24年度残期間のみ

補助金額；１世帯月／３万円（最長１年間）

平成２４年度にて事業終了

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

8

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

交付者数（人） 8

28年度見込み

東日本大震災に伴う離職者数（東

北３県）　（人）

153173

意図（どういう状態

にするか）

必要な技能・技術を保持した人材の一時的な雇用

向上させたい上位施

策の成果指標

新規就業者数（新卒のみ）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 東日本大震災に伴う離職者

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 13 新しい力による新しい産業づくり

基本計画上

の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

課等名 工業課 係等名 工業振興係

事業種別 政策 開始 23 終了 24

事務事業名

会計 一般会計

企業人材確保事業（補助金）

13 事業№ 27 9平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 1 施策№


